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る定義も異なっていることを踏まえ、日米中 3 ヵ国を比較する前段階として、3 ヵ国におけ
る百貨店の定義を分析し、3 ヵ国の差異を明確にしている。 






































 第 4 章「アメリカ・日本・中国の比較研究」では、各国における小売構造を簡単に整理
し、3 ヵ国の小売構造の比較研究を行っている。そのうえで、中国における百貨店の特徴を















































































































 本論文は、日米中の百貨店について 3 カ国比較を行っているが、統計ベースが異なるも
のであり、あまり意味をなさない点が見られる。ただ売場運営形態の比較は、必要な節であ
るため、論文上の流れとしての工夫が必要であろう。また、2 章から 4 章までの記述した後
に 5 章(中国外資系)を据えているが、やや不自然な流れとなっている。さらに日本における
委託仕入や消化仕入などと比較することによって、連営制に独自の視点を加えるような独
自の工夫がされてもよかったように思われる。日本との比較について言及されているのは、
終章においてわずかに触れられている程度である。したがって、より明確に連営制について
記述するためにも、取り上げる順序や表現上の工夫が見られるとよりよい論文となったで
あろう。 
3)今後の課題 
 6 章において、｢連営制｣は百貨店にとどまるものではなく、大型超市、超市、コンビニエ
ンスストアや家電量販店など、中国では多くの小売業態に存在し、小売業の発展に寄与した
との記述があるが、百貨店以外の小売業態において｢連営制｣がどのように機能していたの
かについて深く掘り下げられなかったことは残念である。これらを取り上げれば、より研究
の深みが増し、論文としてのオリジナリティが高まったと思量される。これは今後の研究課
題とされたい。 
４ 最終評価 
  本論文は、博士学位請求者である朱氏が、これまで積み重ねてきた調査研究を整理し、
社会的にも価値の高いものと判断される。特に既存研究において、中国の百貨店における
「連営制」を正面から取り上げたものはなく、貴重な研究成果であり、学会に対する貢献も
大きいと評価できる。したがって、博士(商学)の学位授与が相当と判断する。 
